










要約:肥満児での食事指導による肥満度、血清脂質の変化を調べ、外来での食事療法の効果

を検討した。食事指導後 2 ヵ月目では、肥満度、動脈硬化指数およびアポリポ蛋白

(ALP)B/A-1 の改善を認め、食事療法が有効であった。小人症患児は、7歳未満ではやや痩

せ型、7 歳以上では標準型と肥満傾向は認められず、血清脂質も正常であった。肥満児は

年齢に関係なく小人症患児より総コレステロール、中性脂肪、ALPBおよびEが高値であり、

7歳以上で HDL-コレステロール、ALPA-1 が軽度低下した。 


